











A Statistical Observatlon of Crown and Bridges in 1987 
Part 2: Bridge
YOSHIKI MORIOKA KEIZO IWAI KlYOHIKO IWASAKI
SIGERU KATAOKA YOSHIHIRO TAKAHASHI YOSHIKAZU ISHIHARA













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































調査年 20歳未満　20歳代　30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代　80歳以上 計
種類
全部鋳造冠 昭62 3　　　　35　　　63 53 77 28 1 260
（
0．6）（　7．1）（12．9） （10．8） （15．7） （　5．7） （　0．2） （ 53．1）
昭61 2　　　　27　　　70 48 47 20 1 215
（
0．4）（　5．6）（14．4） （　9．9） （　9．7） （　4．1） （　0．2） （ 44，2）
前装冠 昭62 1　　　　11　　　34 26 45 5 122
（
0．2）（　2．2）（　6．9） （　5。3） （　9．2） （　LO） （ 24．9）
昭61 6　　　　25　　　　41 23 16 10 121
（
1．2）（　5．1）（　8．4） （　4．7） （　3．3） （　2．1） （ 24．9）
既製陶歯前装冠 昭62
昭61
レジン前装冠 昭62 6　　　　9 11 22 2 50
（　1．2）（　1．8） （　2．2） （　4．5） （　0．4） （ 10．2）
昭61 6　　　　4　　　　11 9 10 40
（
L2）（　0．8）（　2．3） （　L9） （　2．1） （ 8．2）
陶材溶着鋳造冠 昭62 1　　　　5　　　　25 15 23 3 72
（
0．2）（　1．0）（　5．1） （　3．1） （　4．7） （　0．6） （ 14．7）
昭61 21　　　30 23 7 81









継続歯 昭62 1 1
（　0．2） （ 0．2）
昭61 1 1 2
（　0．2） （　0．2） （ 0．4）
一部被覆冠 昭62 19　　　39　　　21 13 7 7 1 107
（ 3．9）　（　　　8．0）　（　　　4．3）　（ 2．7） （　1．4） （　1．4） （　0．2） （ 21．8）
昭61 22　　　47　　　54 15 3 6 1 148
（ 4．5）　（　　　9．7）　（　　11．1）　（ 3．1） （　0．6） （　1．2） （　0．2） （ 30．5）
昭62 23　　　85　　　119 92 129 40 1 490
計
（ 4．7）　（　　17．4）　（　　24．3）　（ 18．8） （26．3） （　8．2） （　0．2） （ 100．0）
昭61 30　　　99　　　165 86 67 37 2 486



















































































































































































































































































































































































































































調査年 3十3 54145 8－616－8 8十8 3十3 54｜45 8－616－8 8十8
8十8
種類
全部鋳造冠 昭62 1 52 54 107 72 81 153 260
（
0．2） （ 10．6） （ 11．0）
（ 21．8） （ 14．7） （ 16．5） （ 31．2） （ 53．1）
昭61 36 47 83 1 63 68 132 215
（ 7．4） （ 9．7） （ 17．1） （ 0．2） （ 13．0） （ 14．0） （ 27．2） （ 44．2）
前装冠 昭62 100 9 1 110 4 6 2 12 122




昭61 84 19 10 113 2 3 3 8 121
（ 17．3） （ 3．9） （ 2．1） （ 23．3） （ 0．4） （ 0．6） （ 0．6） （ 1．7） （ 24．9）
既製陶歯前装冠 昭62
昭61
レジン前装冠 昭62 4．5 1 46 2 2 4 50
（ 9．2） （ 0．2） （ 9．4）
（ 0．4） （ 0．4） （ 0．8） （ 10．2）
昭61 31 4 3 38 2 2 40
（ 6．4） （ 0．8） （ 0．6） （ 7．8） （ 0．4） （ 0、4） （ 8．2）
陶材溶着鋳造冠 昭62 55 8 1 64 2 4 2 8 72
（ 11．2） （ 1．6）
（ 0．2） （ 13．1） （ 0．4） （ 0．8） （ 0．4） （ 1．6） （ 14．7）
昭61 53 15 7 75 3 3 6 81










継続歯 昭62 1 1 1
（ 0．2） （ 0．2） （ 0．2）
昭61 1 1 1 1 2
（ 0．2） （ 0．2） （ 0．2） （ 0．2） （ 0．4）
一部被覆冠 昭62 21 21 11 53 8 29 17 54 107
（ 4．3） （ 4．3） （ 2．2） （ 10．8） （ 1．6） （ 5．9） （ 3．5） （ 11．0） （ 21．8）
昭61 40 24 8 72 18 35 23 76 148
（ 8．2） （ 4．9） （ 1．7） （ 14，8） （ 3．7） （ 7．2） （ 4．7） （ 15．6） （ 30．5）


























































坦 幽 旦 齋 誠 齋 鵠
20歳未満
@　20歳代
@　30歳代
@　40歳代
@　50歳代
@　60歳代
@　70歳代
W0歳以上
昭62
ｺ61
ｺ62
ｺ61
ｺ62
ｺ61
ｺ62
ｺ61
ｺ62
ｺ61
ｺ62
ｺ61
ｺ62
ｺ61
ｺ62
ｺ61
31．2）
T2．0）
T1．9）
P3
T．2）
P6
U．2）
Q2
W．9）
P1
S．2）
X3．6）
Q2
W．5）
U2．4）
Q0．8）
R1．2）
　　　3
i　1．2）
@　　2
i　0、8）
@　　4
i　1．5）
@　　7
i　2．8）
@　　11
i　4．2）
@　　19
i　7．7）
@　　9
i　3．5）
@　　14
i　5．7）
@　　11
i　4．2）
@　　4
i　1．6）
@　　9
i　3．5）
@　　6
i　2．4）
@　　1
i　0．4）
　　　1
i　0．4）
@　　9
i　3．5）
@　　3
i　1．2）
@　　8
i　3．1）
@　　14
i　5、7）
@　　6
i　2．3）
@　　4
i　1．6）
@　　12
i　4．6）
@　　6
i　2．4）
@　　2
i　0．8）
@　　2
i　0．8）
@　　1
i　0．4）
　　　7
i　2．7）
@　　7
i　2．8）
@　　18
i　6．9）
@　　23
i　9．3）
@　　35
i13．5）
@　55
i22．2）
@　　26
i10．0）
@　27
i　10．9）
@　45
i17．3）
@　　16
i　6．5）
@　13
i　5．0）
@　　11
i　4．4）
　　　5
i　2．0）
@　　1
i　0．4）
@　　1
i　0．4）
@　　1
i　0．4）
@　　1
i　0．4）
　　　2
i　0．8）
@　　3
i　1．2）
@　　7
i　2．7）
@　　6
i　2．4）
@　　6
i　2．3）
@　　2
i　0．8）
@　　6
i　2．3）
@　　16
i　6．5）
@　　7
i　2．7）
@　　7
i　2．8）
@　　3
i　1．2）
@　　3
i　1．2）
@　　1
i　0。4）
　　　2
i　0．8）
@　　20
i　7．7）
@　　19
i　7．7）
@　23
i　8．9）
@　　30
i　12．1）
@　　15
i　5．8）
@　　17
i　6．9）
@　　18
i　6．9）
@　　11
i　4．4）
@　　4
i　1．5）
@　　3
i　1．2）
41．5）
W3．2）
Q7
P0．4）
Q6
P0．5）
R0
P1．5）
R2
P2．9）
Q1
W．1）
S4
P7．7）
Q6
P6．0）
P8
V．3）
V2．7）
V2．8）
P0．4）
11
S．2）
P5
U．1）
S5
P7．3）
S9
P9．8）
U5
Q5．0）
W7
R5．1）
S7
P8．1）
V1
Q7．3）
R4
P3．7）
Q0
V．7）
P8
V．3）
P0．4）
P0．4）
計
昭62
ｺ61
（（
59
Q2．7）
T8
Q3．4）
　　47
i18．1）
@　53
i21．4）
　　38
i14．6）
@　29
i　11．7）
　　144
i55．4）
@　140
i56．5）
　　　2
i　0．8）
@　　8
i　3．2）
　　32
i12．3）
@　21
i　8．5）
　　82
i3L5）
@　79
i3L9）
（（
116
S4．6）
P08
S3．5）
（（
260
P00．0）
Q48
P00．0）
（）　％
昭62：昭和62年
昭61：昭和61年
170 森岡他：昭和62年における冠・架工義歯補綴に関する統計的観察：その2　架工義歯
歯が生活歯を上回っていた．ところが，今回の調
査では生活歯支台のものが50．2％で昭和61年の報
告と同様に失活歯とほぼ同数であった．架工義歯
の支台歯は架工歯の維持が主たる目的であること
からすると，一方における近年の保存処置の発達
による失活歯の利用率の高まりとともに健全な生
活歯の多数利用も十分に理解できる．さらに支台
装置の生・失活歯別頻度を部位別にみると，上顎
前歯部，下顎小臼歯部および，大臼歯部において
生活歯の使用頻度が高い．これは上顎前歯部，下
顎臼歯部の早期欠損19｝およびこれを補う支台歯が
生活歯である割合が高いことが考えられる．
　支台装置の種類別装置頻度についてみると，全
部鋳造冠が最も高い割合を示している．これは，
他の報告（1”’7・9・1°・12・14・15・2°・21・24｝と同様の成績であっ
た．
　レジン前装冠の構成率をみると，昭和60年の報
告6）では2．9％，同61年は8．2％，そして同62年では
10．2％と年々と増加傾向を示している．歯群別に
みると上顎前歯部が9．2％とそのほとんどを占め
ていた．これは，昭和61年の保険制度の改正で，
前歯ブリッジの支台装置においてレジン前装冠の
利用が認められたことの影響が大きいと思われ
る．
C．支台築造体について
　キャストコアーは支台築造体として全体の
85．3％と大部分を占めていた．この成績は，他の
報告1”7・26）と同様の傾向であった．この理由とし
て，キャストコアーは他の築造用材料とは異なり
適応症が広いこと，あるいは，大学病院は教育機
関でありキャストコアーを支台築造の基本として
教育していることなどが考えられる．
　部位別築造数をみると，上顎前歯部が最も多く，
以下，下顎大臼歯部，上顎小臼歯部，下顎小臼歯
部，上顎大臼歯部，および下顎前歯部の順であっ
た．このことは，これらの部位には，支台装置の
装着数が多く（表4），かつ失活歯が多くなってい
る（表6）ことから当然の結果である．
D．架工歯について
　架工歯の部位別装着頻度をみると，他の報
告1“’7・9・11’13”15・2°’2エ・23’2‘）と同様に，下顎大臼歯部が最
も高く（31．5％），下顎前歯部が最も低い割合
（0．8％）であった．このことは，永久歯の残存率
は下顎大臼歯部が最も高く，下顎前歯部の残存率
が最も低いという報告19）とも一致する．
結 論
　松本歯科大学病院補綴診療科で昭和62年1月か
ら同年12月までの1力年間に製作，装着された架
工義歯について調査を行い，それと昭和61年の成
績とを比較して，以下の結論を得た．
　1．架工義歯の装着数は211装置で昭和61年度と
ほぼ同数であった．
　2．年齢階級別装着数では，50歳代がもっとも
高く，20歳代から50歳代までで86．7％を占めた．
　3．性別装着頻度では昭和61年度では男性が女
性を上回っていたが，昭和62年度では女性が男性
を上回った．
　4．ユニット数別装着頻度では3ユニットのも
のが71．1％と大半を占めた．
　5．架工歯数別装着頻度では，架工歯数1個の
ものが79．6％を占めた．また，最多架工歯数は4
個であった．
　6．架工義歯支台装置について
　イ）歯群別装着頻度では，上顎前歯部が最も高
く，下顎前歯部が最も低かった．
　ロ）生・失活歯別装着頻度では，昭和61年度で
は生活歯が失活歯より7．4％高かったのに対し，昭
和62年度ではほぼ同数であった．
　ハ）支台装置の種類別装着頻度では，全部鋳造
冠が最も高く53．1％であった．また，昭和61年度
と比較してレジン前装冠の構成率が増加した．
　7．支台築造体についてはキャストコアーが
85．3％であった．
　8．架工歯の部位別装着頻度では下顎大臼歯部
が最も高く，下顎前歯部が最も低かった．
　9．その他の項目については昭和61年の成績と
同様の傾向を示した．
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